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クリニックからの手紙　

愛着障害って何？ 臨床心理士・公認心理師　坂牧 円春

プロフィール：坂牧円春（さかまき まどか）
臨床心理士・公認心理師
日本女子大学人間社会学部心理学
科卒業、日本女子大学大学院人間社
会研究科心理学専攻博士課程前期
修了。
非常勤講師として専門学校や大学に
勤務し、臨床心理士として精神科クリ
ニック、幼児相談室、大学の学生相談
室、保健センターでの乳幼児健診、心の健康電話相談
などでの臨床経験を経て、2017年2月より日本人会クリ
ニックに勤める。
好きなこと：料理、読書、旅行、シュノーケリング

　最近、「大人の愛着障害」という言葉を聞くようになってき
たように思います。インターネット上にも、いろいろな情報が
載っていますが、「大人の愛着障害」というのは、医学的に正
確な診断名ではありません。
　DSM-5という診断基準によると、「反応性アタッチメント障
害」と「脱抑制型対人交流障害」という２つの診断に分けら
れ、いずれも子どもの行動や症状に対する診断です。主に小さ
くても生後9ヶ月頃から生じ、12ヶ月以上持続している特徴が
あります。

反応性アタッチメント障害
Ａ）・大人の養育者に対する情緒的に引きこもった行動。
　 ・苦痛な時でもめったに安楽を求めない
Ｂ）・他者に対する最小限の対人交流と情動の反応
　 ・制限された陽性の感情
   ・大人の養育者との威嚇的でない交流の間でもいらだた
     しさ、悲しみ、恐怖を表す
Ｃ）・極端に不十分な養育を経験している
    ⇒“人に対して過剰に警戒することが特徴” 

脱抑制型対人交流障害
Ａ）・見慣れない大人と交流することへのためらいの欠如

・過度に馴れ馴れしい行動
・不慣れな状況でも大人の養育者の確認することの欠如
・ためらいなく見慣れない大人に進んでついて行こうとする

Ｂ）・社会的な脱抑制行動を含む
Ｃ）・極端に不十分な養育を経験している
    ⇒ “人に対して過度に馴れ馴れしいことが特徴”

　そして、感情の起伏が乏しい、他の子と交流がしにくいと
いった特徴は、ASD（自閉スペクトラム症）と似ていたり、情動
的な行動や落ち着きのない言動特徴は、ADHD（注意欠如・
多動症）とも似ていたりするため、慎重に判断することが求め
られます。
　いずれも、重度のネグレクトを（子どもが適切なケアや支援
を受けられない状態）受け、その後に養護施設等で育った子ど
もでさえも、ごく少数に生じるにすぎないと考えられています。
　重度なネグレクトやDVや虐待などを受けずに育ってきた
にもかかわらず、生きづらさを感じたり、夫婦や恋人など親密
な相手に対して心地よい関係を築けなかったり、子育てをし
ている時になぜか辛さやしんどさを感じることも多くあるので
はないかと思います。
　その背景には、幼少期に養育者との適切な愛着関係が築
けなかったことが現在の子育てを含めた対人関係に影響し
ていることがあります。その状態について「大人の愛着障害」
という概念や言葉を当てはめているのではないかと思います。
　本来、適切で安定した愛着関係を築くためには、2つの機
能が養育者に求められます。

① 安全基地機能：子どもが恐怖や不安を感じる危機的な場
面で、その人のそばにいることが確実な避難場所としての安
全基地となります。安心と慰めによって、ネガティブな感情をコ
ントロールすることができます。

② 探索基地機能：危機がない時にもいつでも逃げ込める安
全基地があることで、安心しながら、外の世界を探索すること
ができます。課題を達成したり、問題解決をしたりする基盤に
なります。

　養育者の関わりにより、子
ども自身は成長する中で、何
か恐怖や不安を感じた時に、
きっと誰かが助けてくれる、支
えてくれる、安心できる場所が
あると思えるようになります。そ
れは、愛着スタイルが「安定型」であることを意味し、安心感を
得られるイメージが心の中にあるから、新しいことに挑戦した
り、困難があったとしても助けを求めたり、自分で調整しなが
ら、乗り越えていくことができます。
　養育者に安心や慰めを与えてもらえなかったり、承認を得
られなかったり、自分の感情に適切に対
応してもらえなかった場合、過剰な干渉や
適切な世話がされなかったことで、愛着ス
タイルが「不安定型」となり、過去の未解
決の体験や封印された感情が「見えない
トラウマ」となり、対人関係にネガティブな
影響を与えることがあります。対人関係だ
けでなく、場合によっては、うつ病、心身症、不安障害、摂食障
害、睡眠障害などの精神疾患を引き起こすこともあります。
　ただし、たとえ不安定な愛着スタイルを持っていたとしても、
その後の人生で、「重要な他者」と出会
い、肯定的な安定した関係を形成するこ
とによって、愛着スタイルは変化していくこ
とがあります。その「重要な他者」は学校
の先生かもしれないし、恋人やパートナー
かもしれません。時には、カウンセラーが

「重要な他者」となることもあります。カウ
ンセラーはカウンセリングを通して、安心感と癒しを提供し、
安全基地があるんだという感覚を高めていき、その人が本来
もっている力を活かし困難なこともほどほどに乗り越えていけ
るようにと願いながら、お会いしていきます。そうすると、当初
不安だったことが不安に思わなくなり、自分の心地よいあり方
が見えてくることがあります。
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